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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

 当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得の改善など緩やかな景気回復の兆しが見られます

が、海外・国内の景気減速懸念は根強く、景気の先行き見通しは依然として不透明な状況にあります。

 当業界におきましても、顧客の情報化投資に対する慎重な姿勢は変わらず、製品・サービスの受注のためには新た

な投資を積極的に行い営業力、技術力の向上が必要な状況にあります。

 このような状況の中、当社グループは平成27年３月にBtoC事業を展開する筆まめ事業の譲渡を決定し、BtoB事業に

対し集中的な投資を行い同事業の成長を促進することを目指しております。

 なお、当連結会計年度における、当社グループの状況は、売上は前期より微増となりましたが、営業利益、経常利

益は増加、当期純利益に関しては大幅に増加となりました。

 以上の結果、売上高114億25百万円（前期比0.3％増）、営業利益３億57百万円（前期比37.6％増）、経常利益３億

80百万円（前期比38.7％）、当期純利益は２億13百万円（前期比384.5％）となりました。

 

 セグメントの状況は以下のとおりです。

 

・クレオマーケティング事業 （主たる事業：基幹系・情報系業務ソリューションから、組み込み系ソフトウェアまで、

トータルICTソリューションの開発・提供） 

 人事給与、会計を中心としたZeeM製品の販売は順調に進んだものの、前期は大型案件の獲得があったため、売上高

は前期と比較して微減となりました。利益に関しては、前期の利益に大きな影響を及ぼした不採算プロジェクトの影

響が減少したことから前期より増加しました。

 その結果、売上高は24億32百万円（前期比0.7％減）、営業利益24百万円（前期は営業損失37百万円）となりまし

た。

 

・クレオソリューション事業 （主たる事業：システムやネットワークの構築から、各種業務アプリケーションの開発）

 既存顧客への営業強化による受注増、当社主要株主であるアマノ株式会社との新規取引、継続的なプロジェクト管

理強化の取り組みにより、前期より売上・利益共に堅調に増加しました。

 その結果、売上高は38億67百万円（前期比7.0％増）、営業利益２億12百万円（前期比5.5％増）となりました。

 

・筆まめ事業 （主たる事業：はがき・住所録ソフト「筆まめ」をはじめとしたソフトウェア製品の企画・開発・販売）

 WindowsXPサポート終了に伴うPC買い替え需要等により、主力製品である毛筆ソフト「筆まめVer.25」の販売が順

調に推移し、売上、利益ともに前期を上回りました。

 その結果、売上高は12億８百万円（前期比8.0％増）、営業利益68百万円（前期比67.4％増）となりました。

 

・クレオネットワークス事業 （主たる事業：ICT基盤サービスプラットフォームの提供とBPMツールの開発・販売）

 ビジネス基盤サービス「SmartStage」を中心としたサービス展開は堅調に進んだものの、前期は複数の大型案件の

獲得があったため、売上高は前期と比較して減少となりました。利益に関しては、全般的な販売管理費の削減に取り

組んだものの、継続的な開発投資に伴うソフトウェア償却負担増による売上原価の増加のため前期を下回りました。

 その結果、売上高は５億69百万円（前期比13.3％減）、営業利益３百万円（前期比30.4％減）となりました。

 

・クリエイトラボ事業 （主たる事業：ヘルプデスクなどを中心としたサポート＆サービス）

 一部顧客向けサービスにおけるサービスの縮小、単価の下落等により売上は減少となりましたが、継続的な販売管

理費削減の取り組みを行ったことにより利益は増加しました。

 その結果、売上高は33億47百万円（前期比5.6％減）、営業利益１億34百万円（前期比10.7％増）となりました。
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 次期の業績予想

 当社グループはスピード感を持った経営体制のもと、各グループ会社の強みを活かしたサービスに磨きをかけ、生

産性の向上を図ってまいります。また、徹底した経費削減は一定の成果がでましたが、今後も継続し収益力向上に努

めてまいります。

 その中で、当社グループは、経営資源の選択と集中に対する検討を慎重に重ねた結果、BtoBビジネスへの事業に経

営の舵をきることが決定しました。決定に伴い、平成27年４月20日付で、当社は株式会社筆まめの全株式を売却し、

平成28年３月期より株式会社筆まめは連結から外れる形となりました。

 これらの状況を踏まえ、次期の連結業績見通しにつきましては、売上高100億円、経常利益３億円、親会社株主に

帰属する当期純利益当期純利益３億50百万円を見込んでおります。

 

 (2）財政状態に関する分析

 ①資産、負債及び純資産の状況

当連結会計年度末の流動資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、５億15百万円の増加となりました。 

 これは主として現金及び預金の増加によるものです。

固定資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、１億38百万円の減少となりました。 

 これは主としてソフトウェアの減少によるものであります。

流動負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、１億50百万円の増加となりました。 

 これは主として未払金の増加及び未払消費税等の増加によるものです。

固定負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、28百万円の増加となりました。 

 これは主として繰延税金負債の増加によるものです。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、１億97百万円の増加となりました。 

 これは主として当期純利益の計上によるものです。

②キャッシュ・フローの状況

 当社グループの資金状況は、営業活動によるキャッシュ・フローでは、前連結会計年度より２億６百万円収入

が少なく、７億72百万円の収入になりました。これは、たな卸資産の増加及び法人税等の支払額額の増加による

ものです。 

 投資活動によるキャッシュ・フローでは、前連結会計年度より３億64百万円支出が少なく、３億22百万円の支

出となりました。これは、無形固定資産の取得等による支出の減少によるものです。 

 財務活動によるキャッシュ・フローでは、前連結会計年度より22百万円支出が少なく、44百万円の支出となり

ました。これは自己株式の取得による支出の減少によるものです。

 

 （参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

  第３８期
平成23年３月期

第３９期
平成24年３月期

第４０期
平成25年３月期

第４１期
平成26年３月期

第４２期
平成27年３月期

自己資本比率(％) ６７．９ ６６．０ ７０．１ ６７．３ ６６．５

時価ベースの

自己資本比率（％）
２３．９ ３１．０ ４８．８ ４２．５ ４５．３

キャッシュ・フロー対有

利子負債比率（年）
０．１ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍）
４４４．２ １，１４０．９ ３３７．６ ９，００３．０ １１，５５０．６ 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

（注２）株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

（注３）キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しておりま

す。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としておりま

す。
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 (3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 当社は株主の皆様への剰余金処分を経営の重要な政策の一つとして考えております。

 配当に関しては長期的な視点に立ち、連結業績に応じた安定的な利益の配分を基本方針としております。

 当社は、中間配当と期末配当の年２回の利益剰余金の配当を行うことができ、配当の決定機関は、中間配当と期

末配当ともに取締役会となっております。なお、配当につきましては、「会社法第459条第１項の規定に基づき、取

締役会の決議をもって剰余金の配当等を行うことができる。」「中間配当は毎年９月30日を基準日、期末配当は毎

年３月31日を基準日として、配当を行うことができる。」旨を定款で定めております。

 平成27年３月期の配当金については、期末配当を１株当たり５円(中間配当は１株当たり０円）とし、今後は同配

当水準を継続し、当社の連結業績に応じて段階的な引き上げも視野にいれております。

 

(4）事業等のリスク

 当社は、製品・サービス別に下記の形に区分し、各事業会社単位に取り扱う製品・サービスの包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。

 

 平成27年３月31日時点の当社グループ状況は次のとおりとなっております。

名称 住所 資本金 主要事業概要

議決権

所有割合

（％）

 

株式会社クレオ

 

東京都港区 3,149百万円 持株会社

 

－

 

株式会社

クレオマーケティング
東京都港区 100百万円

ZeeM/CBMS製品等の基幹系・情報系業務ソリュー

ションから、組み込み系ソフトウェアまで、

トータルICTソリューションの開発・提供

 

100

 

株式会社

クレオソリューション
東京都港区 100百万円

システムやネットワークの構築から、

各種業務アプリケーションの開発

 

100

 

株式会社

クレオサンライズ
東京都港区 10百万円

システムやネットワークの構築から、

各種業務アプリケーションの開発

 

100

(100)

株式会社

筆まめ
東京都港区 100百万円

はがき・住所録ソフト「筆まめ」をはじめとした

ソフトウェア製品の企画・開発・販売

 

100

 

株式会社

クレオネットワークス
東京都港区 100百万円

ICT基盤サービスプラットフォームの提供と

BPMツールの開発・販売

 

100

 

株式会社

クリエイトラボ
東京都品川区 140百万円

ヘルプデスクを中心とした

サポート＆サービス

 

97.5

［2.5］ 

株式会社

セールスゲイト
東京都品川区 90百万円

コールセンターアウトソーシングを中心とした

サポート＆サービス

94

(94)

［6］

株式会社

アイティアイ
東京都品川区 24百万円

システムの開発、運用、保守を中心とした

サポート＆サービス

90

(90)

［10］

（注１）株式会社クリエイトラボは従業員持株会が2.5％の議決権を保有しております。 

（注２）株式会社セールスゲイトは従業員持株会が3.3％の議決権を保有しております。 

（注３）議決権の所有割合の（ ）内は、間接所有割合で内数であります。 

（注４）議決権の所有割合の［ ］内は、緊密な者または同意している者の所有割合で外数となっております。 

（注５）株式会社筆まめは、平成27年４月20日付で全株式譲渡を実施し、グループ会社から外れております。 
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 当社グループの経営成績および財務状況等に影響を及ぼす可能性のあるリスクには以下のようなものがあります。 

 

① 特定の取引先への依存度について

 当社グループは、連結売上高のうち富士通株式会社ならびにその系列企業及びヤフー株式会社への依存度が高

く、当連結会計年度における売上高に占める割合は、富士通㈱ならびにその系列企業を含めたグループ全体が

25.9％及びヤフー㈱15.6％となっております。なお、富士通㈱ならびにその系列企業及びヤフー㈱と当社グルー

プの間には取引基本契約を締結しており、取引関係については取引開始以来安定したものとなっております。し

かし、昨今の急激な景気悪化に伴い、富士通㈱ならびにその系列企業、またヤフー㈱において現在外注発注して

いる業務を内製化に切り替えることが予想され、その程度によっては当社グループの経営成績および財政状態に

影響を及ぼす可能性があります。

② その他

 当社グループの経営成績、株価及び財務状況等に影響を及ぼす可能性のある事項には、以下のようなものがあ

ります。当社グループは、これらのリスク発生の可能性を認識した上で、発生の防止及び発生した場合の適切な

対処に努めて参ります。なお、以下の記載は当社株式への投資に関するリスクをすべて網羅するものではありま

せんので、この点にご留意ください。

 １．当社グループにおける事業リスク

 経済情勢や企業業績などにより、顧客情報化投資の抑制や投資サイクルの長期化があった場合、受注時期の遅

延、受注額の減少、場合によっては競争激化による失注など、当社グループの事業、業績及び財務状況に悪影響

を及ぼす可能性があります。

 当社グループにおける事業リスクにつきましては、以下の通りでございます。

(1)株式会社クレオマーケティングの中核製品である「ＺｅｅＭ」は法人向け人事給与・会計・人材開発・就業管

理システム製品のため、商談期間として数ヶ月を要し、売上高が期末月に集中する傾向があります。さらに商

談の進捗状況によっては、納期の延伸等により売上計上時期が次期以降にずれこむ可能性があります。また、

製品品質の管理については徹底したチェックを行っておりますが、予想を超える事態により品質精度の問題が

発生した場合には、業績および財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

(2)株式会社クレオソリューションは、顧客との間に請負契約を締結しています。当該契約の受注時に採算性が見

込まれるプロジェクトであっても、新技術仕様での開発であるものや開発進行途中で想定外の仕様変更が発生

し、開発工数が当初の見積もり以上に増加することなどにより、最終的に案件が不採算化する可能性がありま

す。こうした不採算プロジェクトの発生を抑制するため、一定規模以上の案件に関してＰＭＯ（プロジェク

ト・マネジメント・オフィス）を軸としたプロジェクト管理を実施し、受注時の見積やリスク要因のレビュ

ー、見積精度の向上、開発技術方法の整備により対応しております。

 ２．同業他社・顧客に関するリスク

 当社グループの主な事業内容は、ソフトウェアの開発ならびにソフトウェアパッケージ販売であり、関連業務

の多角化と開発分野の選別を行い、安定的な高収益と継続的な取引を維持するために、大規模システムの一括請

負契約による受注獲得および広範囲な業種分野での販売先の開拓を営業の基本方針としております。しかしなが

ら、当社グループの売上高は、特定顧客、特定業種への依存率が高く、この売上高比率が高いことは、グループ

の強みでもありますが、将来、予想を超えた経済情勢の変化等により、特定顧客、特定業種における事業環境が

変化した場合、経営に影響を与える可能性があります。 

 また、製品販売での売上高につきましては、国内の同業他社との受注競争が存在します。顧客ニーズを充分に

満たせるよう全社的な営業推進体制を強化し高機能で信頼性の高い製品を提供するよう努めておりますが、競業

状況が激化し受注競争による販売価格が低下した場合、経営に影響を与える可能性があります。 

 さらに、ソフトウェアの瑕疵や品質、納期遅延に関する賠償責任、ライセンス等知的所有権侵害による訴訟や

営業権の喪失、特許上でのトラブルなど法的リスクと損害が発生する可能性があります。

 ３．関係会社等に関するリスク

 当社の子会社・関連会社については、規模・業態は様々であり、内部管理体制の水準も様々であります。各社

とも業容の規模に応じて人員の確保等を強化する方針ですが、これが適時に実現できない場合、当社グループの

業績、キャッシュフローに影響を与える可能性があります。
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 ４．技術開発に関するリスク

 当社グループの事業は、コンピュータ技術、ネットワーク技術等に密接に関連しておりますが、これらの技術

分野は技術の進展が著しいという特徴を有しております。当社では、研究開発活動等によってコンピュータ技術

等の進展に対応していく方針でありますが、想定していないような新技術・新サービスの普及等により事業環境

が急激に変化した場合、必ずしも迅速には対応できないおそれがあります。また、事業環境の変化に対応するた

めに研究開発活動等の費用が多額となる可能性があります。このような場合当社グループの業績に影響を及ぼす

可能性があります。

 

 ５．情報セキュリティに関するリスク

 当社グループの事業は、業務上、お客様からの個人情報や機密情報をお預かりする場合があり、保管、運送中

の紛失、盗難、流出などのリスクが想定されます。そのため、個人情報保護の一環として「プライバシーマー

ク」使用の認証、ＩＳＭＳの取得を実現しております。これらの施策にもかかわらず、個人情報をはじめとする

システムに関わる機密情報が万一漏洩した場合は、対応、弁済などに多額の費用が発生し、お客様の信頼を失う

可能性があります。その結果、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

 ６．人材確保に関するリスク

 当社グループが主業としているソフトウェア開発については、人的財産を確保するための採用活動が業容の拡

大のためには必須となります。当社グループの業績予想は人員計画に基き策定しておりますが、計画どおりに技

術者の確保が出来なかった場合、外部委託へのある程度の依存は行うものの、なお不足の場合は、当社グループ

の業績に影響を及ぼす可能性があります。

２．企業集団の状況

（平成27年４月19日まで）

 

（平成27年４月20日より）

 当社は、平成27年４月20日付で、株式会社筆まめの全株式をACA Investments Pte. Ltd.に売却し、同社は当社の

子会社ではなくなりました。同社株式売却により、当社の企業集団の状況は次のとおりとなります。
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３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

 当社グループの企業理念は「eCREO宣言」と題し、「より高い、より強い、価値の創造に挑戦し続ける決意」とし

て以下のキーワードを掲げております。 

 

・VISION／MISSION ステークホルダー(株主、顧客、社員、社会)への貢献 

・ABILITY     Power to Find,Design,and Create 自ら発見、構想、想像する力 

・VALUE      つねに期待を超える、新しい価値の創造 

 

 当社は1974年の創業以来、ＩＴという無限の可能性のある分野で、当社ならではの新しい価値を積極的に創造し、

ステークホルダーに貢献し続けていくことをその目的にしております。 

 そして、企業力をさらに増強していくために既成概念を打破し、現場での個々の技術を飛躍的に増大させる力を創

ることを目指しております。

(2）目標とする経営指標

 主な成長性・収益性の指標として、売上高・営業利益率を重視しております。

(3）中長期的な会社の経営戦略

 当業界をとりまく環境は、様々な面で大きく変化しております。 

 当社グループは業界の中では中堅の位置付けですが、大手ハードメーカ、ＳＩ（システムインテグレータ）会社、

ＩＴベンチャー会社との差別化を図っていく必要があります。そのために大手競合他社よりもきめ細かいサービスの

提供と機敏さの確保、ベンチャー系では対応が難しい開発から運用までのトータルサービスの提供、ＩＴバブルに左

右されない堅実性、信頼性、さらに安心して開発を任せられるよう品質並びにセキュリティ体制を追求してまいりま

す。 

 また、当社はスピード感を持った経営体制にするため平成23年４月１日より持株会社制に移行し、大きく構造を変

えました。これにより、厳しい市場環境や競争環境を各事業単位で実感し、神経を研ぎ澄ましてスピード感をもった

行動を各社員が自覚し、当社グループは新たな成長ステージを目指します。この変更を第２の創業と位置づけ、気持

ちを新たに事業に取り組んでおります。

(4）会社の対処すべき課題

 当社グループは、経営環境の変化に柔軟に対応できるよう経営の質を充実させ、収益力の一層の向上を図ってまい

ります。そのため、次のような課題を認識し、克服に向け継続的な取組をしてまいります。

１．売上の拡大、営業利益の確保およびコストダウンの推進 

  大型プロジェクト案件の継続的受注、ストックビジネスの強化、既存顧客との取引拡大、新規顧客の開拓等に 

 より、受注・売上の拡大に努めます。また、徹底したコスト管理を継続して推進し、経費削減に努めます。 

２．生産性と品質の向上 

  ソフトウェア受託を中心にＰＭＯ（プロジェクト・マネジメント・オフィス）を軸としたプロジェクト管理を 

 強化し、開発技術の標準化や効率化を推進し、開発の費用・手段の効率化と製品の品質向上に努めます。 

３．従業員の育成と確保 

  各グループ会社毎に必要とされる技術・情報教育を各社毎に充実させ、より専門性の高い従業員の育成に努めま 

 す。 

 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏しい

ため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,148 3,553 

受取手形及び売掛金 2,041 2,149 

商品及び製品 21 24 

仕掛品 174 204 

その他 216 186 

流動資産合計 5,603 6,118 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 215 237 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △88 △87 

建物及び構築物（純額） 126 150 

工具、器具及び備品 163 158 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △118 △108 

工具、器具及び備品（純額） 45 49 

リース資産 3 3 

減価償却累計額 △0 △1 

リース資産（純額） 2 2 

土地 0 0 

有形固定資産合計 174 202 

無形固定資産    

のれん 2 － 

特許権 － 2 

ソフトウエア 598 378 

ソフトウエア仮勘定 102 103 

その他 3 3 

無形固定資産合計 706 488 

投資その他の資産    

投資有価証券 82 119 

その他 216 231 

貸倒引当金 － △0 

投資その他の資産合計 298 350 

固定資産合計 1,179 1,041 

資産合計 6,782 7,159 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 472 433 

未払金 461 566 

未払法人税等 91 43 

賞与引当金 429 461 

返品調整引当金 89 79 

資産除去債務 9 － 

その他 534 653 

流動負債合計 2,087 2,237 

固定負債    

未払役員退職慰労金 28 26 

資産除去債務 46 53 

その他 19 42 

固定負債合計 93 122 

負債合計 2,180 2,360 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,149 3,149 

資本剰余金 743 743 

利益剰余金 843 1,013 

自己株式 △178 △178 

株主資本合計 4,558 4,728 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 7 32 

その他の包括利益累計額合計 7 32 

少数株主持分 36 39 

純資産合計 4,602 4,799 

負債純資産合計 6,782 7,159 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高 11,387 11,425 

売上原価 8,823 8,792 

売上総利益 2,563 2,632 

販売費及び一般管理費    

販売促進費 106 83 

広告宣伝費 141 154 

給料手当及び賞与 737 771 

退職給付費用 25 28 

賞与引当金繰入額 67 90 

役員報酬 275 240 

その他 949 906 

販売費及び一般管理費合計 2,303 2,275 

営業利益 259 357 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 0 2 

受取保険料 1 2 

助成金収入 10 － 

投資事業組合運用益 － 12 

差入保証金償却戻入益 － 4 

その他 2 3 

営業外収益合計 15 25 

営業外費用    

支払利息 － 0 

事務取扱手数料 0 － 

為替差損 － 1 

リース解約損 － 0 

その他 0 0 

営業外費用合計 0 2 

経常利益 274 380 

特別利益    

固定資産売却益 0 － 

事業譲渡益 24 86 

その他 1 － 

特別利益合計 26 86 

特別損失    

固定資産除却損 0 － 

和解金 55 10 

ソフトウェア評価損 49 145 

減損損失 21 － 

その他 1 1 

特別損失合計 127 157 

税金等調整前当期純利益 173 310 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

法人税、住民税及び事業税 127 90 

法人税等調整額 △4 3 

法人税等合計 123 93 

少数株主損益調整前当期純利益 50 217 

少数株主利益 5 3 

当期純利益 44 213 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 50 217 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 7 25 

その他の包括利益合計 7 25 

包括利益 57 242 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 51 238 

少数株主に係る包括利益 5 3 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 3,149 743 843 △154 4,581 

当期変動額           

当期純利益     44   44 

自己株式の取得       △23 △23 

剰余金の配当     △43   △43 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 0 △23 △23 

当期末残高 3,149 743 843 △178 4,558 

 

         

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 0 0 30 4,612 

当期変動額         

当期純利益       44 

自己株式の取得       △23 

剰余金の配当       △43 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

7 7 5 12 

当期変動額合計 7 7 5 △10 

当期末残高 7 7 36 4,602 
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当連結会計年度（自平成26年４月１日 至平成27年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 3,149 743 843 △178 4,558 

当期変動額           

当期純利益     213   213 

自己株式の取得       △0 △0 

剰余金の配当     △43   △43 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 170 △0 169 

当期末残高 3,149 743 1,013 △178 4,728 

 

         

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 7 7 36 4,602 

当期変動額         

当期純利益       213 

自己株式の取得       △0 

剰余金の配当       △43 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

25 25 3 28 

当期変動額合計 25 25 3 197 

当期末残高 32 32 39 4,799 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 173 310 

減価償却費 501 478 

のれん償却額 2 2 

減損損失 21 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 0 

賞与引当金の増減額（△は減少） 87 31 

返品調整引当金の増減額（△は減少） 28 △10 

受取利息及び受取配当金 △1 △2 

支払利息 0 0 

有形固定資産除却損 0 0 

事業譲渡益 － △86 

投資有価証券評価損益（△は益） 1 － 

有形固定資産売却損益（△は益） △0 0 

ソフトウェア評価損 49 145 

和解金 55 10 

売上債権の増減額（△は増加） △48 △107 

たな卸資産の増減額（△は増加） 57 △33 

仕入債務の増減額（△は減少） 23 △38 

未払金の増減額（△は減少） △26 69 

未払消費税等の増減額（△は減少） 10 156 

破産更生債権等の増減額（△は増加） － △0 

その他 108 △21 

小計 1,045 905 

利息及び配当金の受取額 1 2 

利息の支払額 △0 △0 

法人税等の支払額 △67 △136 

営業活動によるキャッシュ・フロー 978 772 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △48 △58 

無形固定資産の取得による支出 △561 △346 

有形固定資産の売却による収入 0 － 

投資有価証券の取得による支出 △64 － 

差入保証金の差入による支出 △11 △77 

差入保証金の回収による収入 7 62 

事業譲渡による収入 － 110 

その他 △8 △12 

投資活動によるキャッシュ・フロー △686 △322 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △43 △42 

自己株式の取得による支出 △23 △0 

少数株主への配当金の支払額 △0 △0 

リース債務の返済による支出 △0 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー △67 △44 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 224 405 

現金及び現金同等物の期首残高 2,923 3,148 

現金及び現金同等物の期末残高 3,148 3,553 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社    8社

株式会社クレオマーケティング

株式会社クレオソリューション

株式会社クレオサンライズ

株式会社筆まめ

株式会社クレオネットワークス

株式会社クリエイトラボ

株式会社セールスゲイト

株式会社アイティアイ

２．持分法の適用に関する事項

該当なし

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

４．会計処理基準に関する事項

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

イ 有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

 決算日の市場価格等に基づく時価をもって貸借対照表価額とし、取得原価との評価差額は全部純

資産直入法により処理しております。（売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの

 移動平均法による原価法

ロ 棚卸資産

商品

主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定）

製品

総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

仕掛品

個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ 有形固定資産（リース資産を除く）

 定率法(ただし、平成10年4月1日以降に取得した建物（附属設備を除く）については定額法)を使用し

ております。

 なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物        3～60年

工具、器具及び備品   3～20年

ロ 無形固定資産（リース資産を除く）

ソフトウエア

ソフトウェアパッケージ開発原価

 見積販売数量を基準として販売数量に応じた割合に基づく償却額と、販売可能期間（３年）に基

づく償却額のいずれか多い金額をもって償却しております。

自社利用ソフトウェア

 自社利用ソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によって

おります。

ハ  リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零と

する定額法を採用しております。

 なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前の

リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。
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（3）重要な引当金の計上基準

イ 貸倒引当金

 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

ロ 賞与引当金

 従業員に対する賞与の支払に備えるため、支給見込額を計上しております。

ハ 返品調整引当金 

 連結会計年度末日後の返品による損失に備え、過去の返品実績を勘案し返品損失見込額を計上してお

ります。 

（4）重要な収益及び費用の計上基準 

完成工事高及び完成工事原価の計上基準 

イ 当連結会計年度末までに進捗部分について成果の確実性が認められる工事 

工事進行基準（工事の進捗率の見積は原価比例法） 

ロ その他の工事 

工事完成基準 

（5）のれんの償却方法及び償却期間 

 のれんの償却については、３年間の定額法により償却を行っております。 

（6）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価格変動について僅少なリ

スクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。 

（7）その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

イ 消費税等の会計処理の方法 

 税抜方式によっております。 

ロ 連結納税制度の適用 

連結納税制度を適用しております。 

 

（会計上の見積りの変更）

 当社の連結子会社である株式会社クレオソリューションは、平成27年１月に一部の事業所の移転を実施いたしまし

た。これにより、移転に伴い利用不能となる固定資産について耐用年数を短縮しております。

 また、当該物件の不動産賃借契約に伴う原状回復義務として計上していた資産除去債務について、支出発生までの

見込期間を短縮しております。

 この変更による、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響は軽微でありま

す。

 なお、セグメント情報に与える影響は「セグメント情報等」に記載しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社は、製品・サービス別に下記の形に区分し、各事業会社単位に取り扱う製品・サービスの包括的な戦

略を立案し、事業活動を展開しております。

セグメント名称
（セグメントに該当する子会社）

主要な事業の内容

 
クレオマーケティング事業 
（株式会社クレオマーケティング） 
 

ZeeM/CBMS製品等の基幹系・情報系業務ソリューションから、組み込み系
ソフトウェアまで、トータルICTソリューションの開発・提供 

クレオソリューション事業 
（株式会社クレオソリューション 
 株式会社クレオサンライズ） 

システムやネットワークの構築から、各種業務アプリケーションの開発 

 
筆まめ事業 
（株式会社筆まめ） 
 

はがき・住所録ソフト「筆まめ」をはじめとしたソフトウェア製品の 
企画・開発・販売 

 
クレオネットワークス事業 
（株式会社クレオネットワークス） 
 

ICT基盤サービスプラットフォームとメディアプラットフォームの提供 

 
クリエイトラボ事業 
（株式会社クリエイトラボ 
 株式会社セールスゲイト 
 株式会社アイティアイ） 
 

ヘルプデスクなどを中心としたサポート＆サービス 

（注）株式会社筆まめは、平成27年４月20日付で全株式譲渡を実施し、グループ会社から外れております。 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

 報告セグメントの利益は営業利益（のれん償却前）ベースの数値であります。

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度 (自平成25年４月１日 至平成26年３月31日)

          （単位：百万円） 

 

クレオ 
マーケ 

ティング 
事業 

クレオ 
ソリュー 
ション 
事業 

筆まめ 
事業 

クレオ 
ネット 

ワークス 
事業 

クリエイト 
ラボ 
事業 

合計 

売上高            

外部顧客への売上高 2,450 3,615 1,119 656 3,544 11,387 

セグメント間の内部売上高又は振替高 169 12 0 140 517 839 

計 2,619 3,628 1,119 796 4,061 12,226 

セグメント利益又は損失（△） △37 201 40 5 121 332 

セグメント資産 1,426 1,443 619 471 1,475 5,436 

セグメント負債 1,243 1,171 405 337 667 3,825 

その他の項目            

減価償却費 226 31 156 53 27 494 

ソフトウェア評価損 48 1 - - - 49 

減損損失 21 - - - - 21 

のれんの償却額 - - - - 2 2 

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 206 32 178 156 46 620 
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当連結会計年度 (自平成26年４月１日 至平成27年３月31日)

          （単位：百万円） 

 

クレオ 
マーケ 

ティング 
事業 

クレオ 
ソリュー 
ション 
事業 

筆まめ 
事業 

クレオ 
ネット 

ワークス 
事業 

クリエイト 
ラボ 
事業 

合計 

売上高            

外部顧客への売上高 2,432 3,867 1,208 569 3,347 11,425 

セグメント間の内部売上高又は振替高 49 25 0 159 518 753 

計 2,481 3,892 1,209 728 3,866 12,178 

セグメント利益 24 212 68 3 134 444 

セグメント資産 1,306 1,469 751 359 1,554 5,441 

セグメント負債 1,140 1,079 505 257 681 3,664 

その他の項目            

減価償却費 168 35 183 72 12 472 

ソフトウェア評価損 60 － － 85 － 145 

のれんの償却額 － － － － 2 2 

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 126 65 175 47 2 417 

 
４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

 （単位：百万円）
 

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 12,226 12,178

セグメント間取引消去 △839 △753

連結財務諸表の売上高 11,387 11,425

 

 （単位：百万円）
 

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 332 444

セグメント間取引消去 △97 △39

全社費用および利益（注） 25 △46

連結財務諸表の営業利益 259 357

（注）全社費用及び利益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費や経営指導料等であります。

（単位：百万円）

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 5,436 5,441

セグメント間取引消去 △2,902 △2,682

全社資産（注） 4,248 4,400

連結財務諸表の資産合計 6,782 7,159

（注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない現金及び預金であります。
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（単位：百万円）

負債 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 3,825 3,664

セグメント間取引消去 △1,691 △1,474

全社負債（注） 46 169

連結財務諸表の負債合計 2,180 2,360

（注）全社負債は、主に報告セグメントに帰属しない未払金であります。

（単位：百万円）

その他の項目

報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 494 472 7 6 501 478

ソフトウェア評価損 49 145 - - 49 145

減損損失 21 - - - 21 -

のれんの償却額 2 2 - - 2 2

有形固定資産及び無形固
定資産の増加額

620 417 - 33 620 450

 

５．報告セグメントの変更等に関する事項

（会計上の見積りの変更）

 当社の連結子会社である株式会社クレオソリューションは、平成27年１月に一部の事業所の移転を実施いた

しました。これにより、移転に伴い利用不能となる固定資産について耐用年数を短縮しております。

 また、当該物件の不動産賃借契約に伴う原状回復義務として計上していた資産除去債務について、支出発生

までの見込期間を短縮しております。

 この変更による、クレオソリューション事業の当連結会計年度のセグメント利益に与える影響は軽微であり

ます。

 

【関連情報】

前連結会計年度 (自平成25年４月１日 至平成26年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：百万円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

ヤフー株式会社 1,764 主にクレオソリューション事業

 

当連結会計年度 (自平成26年４月１日 至平成27年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。
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２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報 

（単位：百万円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

ヤフー株式会社 1,784 主にクレオソリューション事業

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】 

前連結会計年度 (自平成25年４月１日 至平成26年３月31日)

            （単位：百万円） 

 
クレオ 

マーケティング

事業 

クレオ 
ソリューション

事業 

筆まめ 
事業 

クレオ 
ネットワークス

事業 

クリエイトラボ

事業 
全社・消去 合計 

減損損失 21 - - - - - 21 

 

当連結会計年度 (自平成26年４月１日 至平成27年３月31日)

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度 (自平成25年４月１日 至平成26年３月31日)

            （単位：百万円） 

 
クレオ 

マーケティング 
事業 

クレオ 
ソリューション 

事業 

筆まめ 
事業 

クレオ 
ネットワークス 

事業 

クリエイトラボ

事業 
全社・消去 合計 

当期償却額 - - - - 2 - 2 

当期末残高 - - - - 2 - 2 

 

当連結会計年度 (自平成26年４月１日 至平成27年３月31日)

            （単位：百万円） 

 
クレオ 

マーケティング 
事業 

クレオ 
ソリューション 

事業 

筆まめ 
事業 

クレオ 
ネットワークス 

事業 

クリエイトラボ

事業 
全社・消去 合計 

当期償却額 － － － － 2 － 2 

当期末残高 － － － － － － － 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

１株当たり純資産額 527.37円 549.99円

１株当たり当期純利益金額 5.06円 24.66円

 （注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

    ２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

１株当たり当期純利益金額    

当期純利益（百万円） 44 213

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る当期純利益（百万円） 44 213

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,699 8,656

 

（重要な後発事象）

 当社は、経営資源の選択と集中に対する検討を慎重に重ねた結果、当社グループは、BtoBビジネスへの事業

に経営の舵をきることが決定し、平成27年４月20日付で、株式会社筆まめの全株式をACA Investments Pte. 

Ltd.に売却し、同社は当社の子会社ではなくなりました。 

 本株式譲渡に伴い、諸経費を差し引いた180百万円を特別利益として、平成28年３月期第１四半期連結会計

期間に計上する予定であります。
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６．個別財務諸表

（１）貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当事業年度 

(平成27年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,297 1,629 

売掛金 9 22 

前払費用 1 5 

短期貸付金 1,359 1,231 

その他 154 114 

流動資産合計 2,822 3,002 

固定資産    

有形固定資産    

建物 37 39 

工具、器具及び備品 5 8 

土地 0 0 

有形固定資産合計 43 48 

無形固定資産    

電話加入権 0 0 

ソフトウエア － 20 

無形固定資産合計 0 20 

投資その他の資産    

投資有価証券 80 117 

関係会社株式 1,164 1,164 

関係会社長期貸付金 91 － 

その他 46 46 

投資その他の資産合計 1,383 1,329 

固定資産合計 1,426 1,397 

資産合計 4,248 4,400 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当事業年度 

(平成27年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 0 － 

未払金 11 107 

未払法人税等 11 7 

賞与引当金 0 10 

その他 2 13 

流動負債合計 26 138 

固定負債    

繰延税金負債 7 19 

資産除去債務 12 12 

その他 － 0 

固定負債合計 19 31 

負債合計 46 169 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,149 3,149 

資本剰余金    

その他資本剰余金 743 743 

資本剰余金合計 743 743 

利益剰余金    

利益準備金 8 13 

その他利益剰余金    

繰越利益剰余金 471 470 

利益剰余金合計 480 484 

自己株式 △178 △178 

株主資本合計 4,195 4,198 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 7 32 

評価・換算差額等合計 7 32 

純資産合計 4,202 4,230 

負債純資産合計 4,248 4,400 
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（２）損益計算書

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高    

関係会社受取配当金 100 43 

経営指導料 90 120 

業務受託料 － 115 

資産利用料 16 14 

売上高合計 207 294 

売上総利益 207 294 

販売費及び一般管理費    

役員報酬 31 37 

給料及び手当 30 84 

賞与引当金繰入額 0 9 

減価償却費 9 8 

業務委託費 52 68 

顧問料 25 38 

その他 31 94 

販売費及び一般管理費合計 182 341 

営業利益又は営業損失（△） 25 △46 

営業外収益    

受取利息 21 21 

受取配当金 0 2 

投資事業組合運用益 － 12 

その他 0 0 

営業外収益合計 23 37 

営業外費用    

事務取扱手数料 0 － 

営業外費用合計 0 － 

経常利益 48 △9 

特別損失    

投資有価証券評価損 1 － 

特別損失合計 1 － 

税引前当期純利益 46 △9 

法人税、住民税及び事業税 △119 △56 

法人税等の更正、決定等による納付税額又は還付税

額 
－ △0 

法人税等調整額 △0 △0 

法人税等合計 △119 △56 

当期純利益 165 47 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自平成25年４月１日 至平成26年３月31日）

              (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本合
計 

  
その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

利益準備金 

その他利益
剰余金 

利益剰余金
合計 

  
繰越利益剰
余金 

当期首残高 3,149 743 743 4 353 357 △154 4,096 

当期変動額                 

当期純利益         165 165   165 

自己株式の取得             △23 △23 

剰余金の配当         △43 △43   △43 

利益準備金の積立       4 △4 －   － 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）                 

当期変動額合計 － － － 4 117 122 △23 98 

当期末残高 3,149 743 743 8 471 480 △178 4,195 

 

       

  評価・換算差額等 

純資産合計 
  

その他有価
証券評価差
額金 

評価・換算
差額等合計 

当期首残高 － － 4,096 

当期変動額       

当期純利益     165 

自己株式の取得     △23 

剰余金の配当     △43 

利益準備金の積立     － 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額） 

7 7 7 

当期変動額合計 7 7 105 

当期末残高 7 7 4,202 
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当事業年度（自平成26年４月１日 至平成27年３月31日）

              (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本合
計 

  
その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

利益準備金 

その他利益
剰余金 

利益剰余金
合計 

  
繰越利益剰
余金 

当期首残高 3,149 743 743 8 471 480 △178 4,195 

当期変動額                 

当期純利益         47 47   47 

自己株式の取得             △0 △0 

剰余金の配当         △43 △43   △43 

利益準備金の積立       4 △4 －   － 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）                 

当期変動額合計 － － － 4 △0 3 △0 3 

当期末残高 3,149 743 743 13 470 484 △178 4,198 

 

       

  評価・換算差額等 

純資産合計 
  

その他有価
証券評価差
額金 

評価・換算
差額等合計 

当期首残高 7 7 4,202 

当期変動額       

当期純利益     47 

自己株式の取得     △0 

剰余金の配当     △43 

利益準備金の積立     － 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額） 25 25 25 

当期変動額合計 25 25 28 

当期末残高 32 32 4,230 
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７．その他

 該当すべき事項はありません。
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